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目的

・乳幼児のう蝕は、母親の生活環境や保健行動が大きく影響している

・特に母親の精神状態と生活環境や保健行動の関連性を知りたい

　

　　　　　　母親の精神状態と児のう蝕有病率の関連性について

　　　　　　　　　　　　　　　　　検討したい

目的



対象および方法

１．対象者

　　平成３１年度～令和３年度までの３年間で

　　１歳６か月児健診を受診した１７,２４７名

２．方法

　　１歳６か月児健診の健診票より抽出・分析



う蝕罹患に関与すると思われる健診票項目

・間食をとる時間を決めていない

・仕上げ磨きをしていない、または歯磨きをしない

・母乳を与えている

・哺乳瓶を使用している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊先行研究を参考に抽出



初期う蝕になりやすい

保健行動

母親の精神状態初期う蝕 関連を調査
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望まれる支援

① ２歳児歯科健診時に育児相談の実施
② 情報通信技術（ＩＣＴ）の活用
③ さらなる多職種連携



結論

１．母親の精神状態が不調であると、児の初期う蝕

　　有病率が高い傾向にある

２．母親の精神状態が不調であると、う蝕リスクの

　　高い生活習慣や保健行動をとっていることが

　　示唆された



初期う蝕になりやすい保健行動

　　　・間食の時間を決めていない

　　　・哺乳瓶の使用

　　　・母乳を与えている　（初期う蝕にのみ関連）

　　　・仕上げ磨きをしていない　（母親の精神状態にのみ関連）
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